
９ 2024年（令和6年）5月15日（水曜日） （第三種郵便物認可）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逢 葵

茜 穐。。。。。。。。。。。。

，，，，，，，，，，，，

。
。
。
。
。
。
。
。

，
，
，
，
，
，
，
，

第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
と
北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
く
し
ろ
支
部
、
釧
路
市
は
９
日
（
水
）
午
前
９
時

分
に
釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
『
２
０
２
５
く
し
ろ
合
同
会
社
説
明
会
』
お

よ
び
２
０
２
６
年
春
卒
業
の
学
生
向
け
に
『
企
業
研
究
＆
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
相
談
会
』

を
開
催
し
、
釧
路
管
内
の
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
約
２
６
０
人
が
来
場
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
や
事
業
発
展

を
図
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
日

本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担
保
・

無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
す

る
制
度
で
す
。

　
融
資
限
度
額
２
０
０
０
万
円

（
１
日
現
在
利
率
１
・

％
）

の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
が
対
象
の
制
度
拡
充
も
あ

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
地
域
振
興

部
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３

ま
で
。 マ

ル
経
資
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

社が出展した合同会社説明会

活用を呼び掛ける補助金のチラシ

あいさつをする濁沼協力会会長

　
当
所
に
事
務
局
を
置
く
外
郭

団
体
が
相
次
い
で
総
会
を
開
催

し
て
い
る
。

　
商
工
会
議
所
に
は
、
街
づ
く

り
や
納
税
協
力
、
経
営
・
労
務
、

産
業
振
興
な
ど
の
会
議
所
の
事

業
目
的
に
合
致
す
る
も
の
か
ら

自
衛
隊
や
警
察
へ
の
協
力
な

ど
、
様
々
な
目
的
を
持
つ
外
郭

団
体
が
あ
り
、
活
動
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち

日
（
金
）
に
は
、

北
海
道
自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協

議
会
釧
路
支
部
（
新
妻
緊
市
支

部
長
）
と
釧
路
地
方
自
衛
隊
協

力
会
（
濁
沼
英
一
会
長
）
が
総

会
を
開
き
、
昨
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
や
今
年
度
の
事
業
計

画
案
・
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ

れ
た
ほ
か
、
釧
路
駐
屯
地
の
創

立
記
念
行
事
や
補
給
艦
ま
し
ゅ

う
の
入
港
予
定
な
ど
の
情
報
提

供
が
行
わ
れ
た
。

　
今
後
は
、

日
（
月
）
に
釧

路
貿
易
振
興
会
、

日
（
水
）

に
釧
路
警
察
官
友
の
会
と
釧
路

間
税
会
が
総
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

　
『
第
２
３
１
回
珠
算
検
定
試

験
』
を
６
月

日
（
日
）
に
実

施
し
ま
す
。
受
験
料
は
１
級
２

８
０
０
円
、
２
級
２
０
０
０
円
、

３
級
１
８
０
０
円
（
税
込
）
で
、

お
申
し
込
み
は
５
月

日
（
木
）

ま
で
当
所
窓
口
ま
た
は
郵
送
に

て
受
け
付
け
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
振
興
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
へ
。

珠
算
検
定
に
挑
戦
を

申
込
み

日
ま
で４月 日に開催された定時総会
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釧
路
市
で
は
、
人
材
確
保
・

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事

業
者
を
支
援
す
る
『
人
材
確
保

支
援
補
助
金
』
の
受
け
付
け
を

日
（
月
）
よ
り
開
始
し
た
。

　
本
補
助
金
は
採
択
制
で
、
釧

路
市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ

る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
実
施
す
る
人
材
確
保
と
人
材

育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
に
係

る
経
費
を
補
助
す
る
も
の
。

　
対
象
は
、
採
用
ペ
ー
ジ
を
含

む
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
設
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
採
用
活
動
で
使

用
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
動
画

作
成
、
合
同
企
業
説
明
会
で
使

用
す
る
の
ぼ
り
な
ど
の
装
飾
品

購
入
、
市
外
の
合
同
企
業
説
明

会
へ
の
出
展
（
初
参
加
）
な
ど

人
材
確
保
に
係
る
経
費
の
ほ

か
、
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修

会
の
会
場
費
や
講
師
の
旅
費
・

謝
礼
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど

の
機
械
設
備
等
導
入
の
経
費
。

な
お
、
申
請
日
以
前
に
契
約
等

を
行
っ
た
も
の
は
対
象
外
。

　
締
め
切
り
は

日
（
金
）
ま

で
で
、
予
算
に
到
達
次
第
終
了

（
先
着
順
）
と
な
る
た
め
、
早

め
の
申
請
が
必
要
。
事
業
完
了

期
限
は
令
和
７
年
２
月

日

（
金
）
。
申
請
方
法
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ほ
か
、
郵
送
・
持
参

も
可
能
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が

優
先
し
て
受
け
付
け
さ
れ
る
。

　
市
の
担
当
者
は
「
本
補
助
金

を
活
用
し
、
人
材
の
確
保
や
定

着
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
対
象
要
件
や
申
請
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

ま
た
は
商
業
労
政
課
０
１
５
４

（

）
４
６
１
１
ま
で
。

　
今
年
で

回
目
を
迎
え
た
同

説
明
会
は
、
釧
路
地
域
で
就
職

を
希
望
す
る
学
生
と
新
卒
採
用

を
予
定
す
る
地
元
企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
人
材
確
保
や

９
月
か
ら
選
考
が
開
始
さ
れ
る

高
校
生
に
地
元
企
業
の
情
報
や

魅
力
を
伝
え
、
地
元
定
着
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
開
催
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
に
引
き
続
き

年
春
に
卒
業
予
定
の
学
生
を

対
象
に
、
出
展
し
た
企
業
の
半

数
以
上
が
『
企
業
研
究
＆
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
相
談
会
』
の
窓

口
を
開
設
し
た
。

　
当
日
は
、
釧
路
地
域
に
本
社

や
支
社
・
営
業
所
が
あ
る

社

の
企
業
や
団
体
が
出
展
。
学
生

は
、
釧
路
管
内
の
高
校
生
２
１

２
人
、
短
大
生

人
（
内
企
業

研
究

人
）
、
大
学
生

人
（
同

８
人
）
が
参
加
し
た
。

　
企
業
の
採
用
担
当
者
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
自
社
商
品
の
展

示
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
な

ど
を
使
用
し
て
自
社
を
紹
介

し
、
仕
事
の
や
り
が
い
、
職
場

の
雰
囲
気
な
ど
を
説
明
し
た
ほ

か
、
企
業
研
究
で
訪
れ
た
学
生

に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

け
入
れ
に
関
す
る
情
報
を
提

供
。
参
加
し
た
学
生
ら
は
、
担

当
者
の
話
を
熱
心
に
聞
き
な
が

ら
メ
モ
を
取
り
、
な
か
に
は
積

極
的
に
質
問
す
る
姿
も
見
受
け

ら
れ
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
話

を
聞
い
て
営
業
職
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。
営
業
職

も
前
向
き
に
検
討
し
た
い
」

「
希
望
し
て
い
た
企
業
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
就

職
を
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な

っ
た
」
「
様
々
な
業
種
の
企
業

が
出
展
し
て
い
た
の
で
、
選
択

の
幅
が
広
が
っ
た
」
な
ど
、
今

後
の
活
動
へ
の
前
向
き
な
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
採
用
担
当
者
か
ら
「
多
く
の

学
生
に
自
社
の
業
務
内
容
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
」

「
学
生
の
考
え
て
い
る
こ
と
を

直
接
聞
く
機
会
と
な
り
、
今
後

の
採
用
活
動
の
参
考
に
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
を
受
け
た
。

　
な
お
、
説
明
会
の
出
展
企
業

の
情
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
当
所
女
性
会
（
吉
田
敦
子
会

長
）
の
令
和
６
年
度
定
時
総
会

が
４
月

日
（
水
）
午
後
６
時

よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　
女
性
会
は
、
当
所
の
会
員
事

業
所
に
所
属
す
る
女
性
経
営
者

な
ど
で
組
織
さ
れ
、
地
域
経
済

の
振
興
・
発
展
や
会
員
相
互
の

親
睦
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
。

　
冒
頭
、
吉
田
会
長
が
会
員
に

向
け
て
植
栽
事
業
の
実
施
や
創

立

周
年
記
念
式
典
の
開
催
準

備
・
当
日
運
営
へ
の
協
力
に
感

謝
を
述
べ
「
今
後
も
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
女
性
会
ら
し
く

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

の
ち
、
議
事
へ
移
っ
た
。

　
事
業
報
告
で
は
、
当
所
女
性

会
創
立

周
年
記
念
式
典
を
実

施
し
た
ほ
か
、
周
年
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
令
和
４
年
度
に
開

催
し
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
人

道
支
援
『
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
表
彰

〝
『
個
と
し
て
光
る
』
女
性
会

事
業
表
彰
〞
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
、

年
ぶ
り
に
道
東

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
女
性
会

の
視
察
研
修
会
が
釧
路
で
開
催

さ
れ
、
阿
寒
湖
畔
や
阿
寒
の
森

を
視
察
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
『
釧
路
川
リ
バ
ー
サ
イ

ド
植
栽
事
業
〜
く
し
ろ
川
花
の

散
歩
道
〜
』
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
ほ
か
、
例
会
・
研
修
会

の
実
施
や
会
員
増
強
、
関
係
団

体
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
な
ど

が
決
め
ら
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
を

開
催
し
、
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
た
。


